
   

核酸合成用試薬 
 
Chromophores & Ligands 
 
 
ChemGenes では、標識核酸（標識化合物を結合した修飾オリゴヌクレオチド）を合成
するための、ホスホロアミダイト（アミダイト）とサポート（固相合成用支持担体）を
各種取り揃えています。標的となる核酸配列を認識できるように設計した標識オリゴヌ
クレオチドを用いれば、ハイブリダイゼーションをベースにしたアッセイに有用です。
また、分子生物学の基礎的な研究から臨床診断におけるスクリーニングまで、幅広い用
途で利用されています。 
 
 

• 消光剤（クエンチャー） 
• リン酸化試薬 
• 脂溶性のアミダイト 
• ビオチンアミダイトと固相合成用支持担体 
• アミノ修飾 
• スペーサー用のアミダイト 
• チオール修飾体 アミダイトと固相合成用支持担体 
• コレステロール修飾体 アミダイトと固相合成用支持担体 
• 3'-カルボキシルリンカーのアミダイト 
• ブランチング アミダイトと 3'-スペーサー固相合成用支持担体 
• フルオレセイン アミダイトと固相合成用支持担体 
• TAMRA and ROX 
• ダブシルアミダイトと固相合成用支持担体 
• ソラレンアミダイトと固相合成用支持担体 
• エテノ DNA アミダイトと固相合成用支持担体 
• エテノ RNA アミダイトと固相合成用支持担体 
• DNP-TEG アミダイトと固相合成用支持担体 
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